
小学校外国語における不安感軽減を目指した 

授業づくり 

―TPRを取り入れた授業実践を通して― 

 

教育実践高度化専攻 教科指導重点コース 言語・社会科学系 (英語) 

金澤 侑紀 

 

 本実践研究では、不安が軽減し授業に積極的に参加することができる児童の

育成を目指し、TPR活動を取り入れた。活動内容への導入と理解することを目的

にモデルを提示し、楽しいと感じながら学習内容の定着をはかり、できたという

達成感を味わうことで不安軽減を目的としてアクティビティを行った。また、学

習者の達成感が強化されることで学習意欲が増加するという理由から、振り返

りシートに取り組ませ、クラス全体で前時の振り返りを共有した。 

 成果として、不安の軽減が質問紙調査の 19項目中 3項目で示された。児童は

人前で発表する場面において、挙手して発表できたり、間違えても恥ずかしがら

ず最後まで発表したりできる児童や、周りの児童に認めてもらえたりアドバイ

スをもらえたりしたことで不安が軽減し積極的に授業参加する児童が出てきた。

しかし、不安感が増加した項目も見られたため、不安が減少した児童ばかりでは

ないことが示された。そのため、振り返り活動に長期的に取り組み、活動の際の

ペア決めなどクラスの雰囲気や児童の実態にあった活動内容を取り入れたり、

身体を動かす活動に取り組みにくい単元の場合の個々の児童に対する声かけを

考える必要があるという課題が得られた。 


